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1 はじめに

秋田県では秋田県産米の消費拡大を図るために「秋

田米トッププランド推進運動」を行つている。その運動

の中に、高品質・良食味米の安定生産という項目があり、

節目1 9mm以上を使用し、平成18年度以降の整粒歩合

は85%以上という高い目標値を掲げている。

しかし、1 9mmの飾日で箭つた場合,秋田県の主力品

種であるあきたこまちやめんこいな、ひとめぼれではこ

の目標値に到達するのは困難である。

そのためこの日標値を玄米の調製方法の観点から到達

すべく、竹倉らが発表した粒厚選別と色彩選別を組み合

わせた選別方法
1)を
用いることにより、整粒歩合85%以

上となるような選別条件について検討した。また、色彩

選Яlによる玄米タンパク質含有率への影響について検討

した。

2 試験方法
(1)試験場所及び年次 :秋田県農業試験場奨励品種決定

圃場 (秋田市雄和 :グライ土)、 2004年

(2)播種量、育苗及び移植 :播種量100g/箱、中苗35日

育苗、5月 13日移植

(3)栽植密度、植え付け本数 :222株 /m2、 1株4本程度

(4)サ ンプル :基肥05、 0 7kg/a(N,P20=,K20各 成分共

通)、 追肥 減数分裂期0 2kg/a(Nのみ)施肥した調査
区 (3反復)か ら粗玄米200gサンプリングし、計6サンプ

ルを調査・分析に用い平均値を出した。

(5)色彩選別 (色選):色彩選別機で判別可能な着色粒、

青未熱粒、自未熟粒、青死米、自死米を目視で選別した。

着色粒、青未熟粒、自未熟粒、死米は色選除外粒と標記

した。

(6)玄米タンパク質含有率 :2.2、 21、 20、 1_95、 19、

1 85mmの飾で段飾いした後、色彩選別したサンプルをケ

ルダール法により分析し、タンパク係数595を乗じ、水

分15%換算した。

3 試験結果および考察
(1)整粒歩合

図1に 2 1mm、 2 0mn、 1 95mm、 1 9mm、 1 85mmの各飾目

で選別し、それらの飾目より大きい粒厚となる場合の収

量と整粒歩合を示した。

各品種とも1 9mmの師日で箭つた場合、あきたこまち

の整粒歩合は794%、 めんこいなが73.6%、 ひとめばれ

が751%であり、飾目を大きくした場合でも日標値の85

%には到達しなかった。

しかしながら、色彩選別することによってあきたこま

ちは1 9mm以上、めんこいなでは2 0olll以上、ひとめばれ

では1 85nl以上の飾目で日標値に到達できた。

色彩選別を行い目標値の整粒歩合85%以上を確保でき

る一番小さい節日での収量と色彩選別を行わない場合と

の収量の差は、あきたこまちで7%、 めんこいなで9%、

ひとめばれで17%であった。

図1で色彩選別した場合、品種によって整粒歩合85%

以上をクリアできる節目が異なることを示した。その理

由について、2.2mm以上、2.12211m、 2 0 2 1mm、 195-

2 0olm、 1 9 1 95mm、 185-1 9mmの 各粒厚区分ごとの全

粒での整粒歩合と色選除外粒を除いた場合の整粒歩合と

色選除外粒歩合から検討した (図 2)。

それぞれの品種の傾向から、各粒厚区分で全粒におけ

る整粒数が多く、色彩除外粒が多いほど、色彩選別を行

った場合に整粒歩合は高くなるといえる。色彩選別を行

い、めんこいなが他の品種よりも整粒歩合85%以上とな

る飾目が大きいのは、2.Omm以下の粒厚区分の整粒数が

少ないためであり、またひとめばれがあきたこまちより

も小さい飾日で整粒歩合85%以上となるのは、色選除外

粒歩合があきたこまちよりも高いためである。
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あきたこまち めんこいな ひとめばれ
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あきたこまち

(2)玄米タンパク質告有率

D□3ふこ2.刷 」ヒ、2.1-2.2に口、 2.0-2.11口に 1.95-2.Ю L■k
l.9-1.9颯 1.85-1.臓の各粒厚区分ごとの色選除外粒

を除いたサンプルと色選除外粒のサンフルの玄米タンパ

ク質含有率について示した。

各品種とも各粒厚区分において色選除外粒を除いたサ

ンプルと色選除外粒を較べると色選除外粒の玄米蛋自質

含有率が高くなつている。また、色選除外粒を除いたサ

ンプルでは粒厚が小さくなるにつれ玄米タンパク質含有

率は高くなる傾向にある。
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 色還除外粒を除いた収量 0整粒歩合口色還除外粒を除いた整粒歩合

図1各飾目で選別した場合の収量と整粒歩合

めんこいな ひとめばれ
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色選除外粒歩合

4 まとめ
飾目を広くすることにより各品種とも整粒歩合は向上

したが目標値の85%以上を達成することは困難であつ

た。色彩選別機で選別できる着色私 青未熟粒、自未熟

粒、死米を取り除くことによってあきたこまちでは1.9●

以 上、めんこいなでl認.剛 上、ひとめばれでは1.85

m以上の飾目で整粒歩合

“

%以上を確保できた。また、

各品種において色彩選別することによつて玄米タンパク

質含有量の低下が期待できる。

地域や年度また栽培方法によつて整粒歩合と飾日の関

係が変化することが考えられるので、それらのデータを

蓄積し条件にあった飾目を選択することが望ましい。
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[  [全粒における整粒歩合   ― 色選除外粒を除いた場合の整粒歩合鞭

図2粒厚区分ごとの整粒歩合と色遇除外粒歩合
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